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PID制御

計装フロー

配線図

ITEM設定例

【PID制御】
PID制御はプロセス制御の現場において現在最も多用されている制御方
式です。PID調節ブロックは、制御目標値SPと測定値PVとの偏差に対して
比例P、積分I、微分D演算を行い、偏差がゼロとなるような操作出力MVを

出力します。

左図の計装例は、熱交換器出口温度を検出し、目標値と一致するよう調
節弁の開度を変えて熱媒の供給量を制御する温度調節ループです。

【比例Ｐ】
2位置制御の操作出力はON(100%)、とOFF（0%)しかないためSPに対しPV
に大きな行過ぎが発生します。比例制御では、偏差（PV-SP)に比例した

MVを出力することで制御の行きすぎを抑制し、制御性を改善しています。
比例制御のみの場合、オフセットが発生します。

【積分Ｉ】
積分演算は比例制御で避けることの出来ないオフセットを解消するため
に設けられた機能です。積分演算は偏差があると、その偏差がなくなるま

でMV値を増加（または減少）し続けてオフセットを解消します。
【微分D】

PID制御性の評価方法はいろいろありますが、結局は偏差の時間積分が
最小になるのが望ましいことになります。
微分演算は応答の遅いﾌﾟﾛｾｽに対し、変化の初期に大きくMVを変化させ

て、最短時間で偏差0に持っていこうとする機能です。
【オフセット】

比例演算式は次のようになります。
MV=Kp×（PV-SP)+bias

ここで、Kpは比例ｹﾞｲﾝ、MVは操作出力、biasは  PV-SP=0  のときのMV

値です。PV-SP=0  であるためにMV値は、MV=biasの値しかとりえないこ
とになります。目標値変更や外乱によってMV値がbiasと異なった値になる

とPV≠SPとなり、測定値は目標値と一致せずにいくらかの差が出たまま
となります。これをオフセットといいます。オフセットが発生したら、マニュア

ルリセットまたは積分にて解消します。
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<127>ﾚﾝｼﾞ変換
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ﾚﾝｼﾞ変換：入力ﾚﾝｼﾞ 0～500.0℃ を 基本PIDﾌ゙ ﾛｯｸﾚﾝｼﾞ 0～150.0℃ に変換しています。

SP：［SetPoint］
PV：［ProcessValue］

MV：［ManipulatedValue］
P　：［Proportional］
I ：［Integral］

D　：［Differential］
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このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝで動作を確認して頂く
ことができます。また、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ回路を削除する
と、実入出力（K熱電対・4～20mA）でご使用いた
だくことも出来ます。ﾌﾞﾛｯｸ結線図［99ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
回路］を右ｸﾘｯｸして、ﾒﾆｭｰから削除を選択し、保
存・ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

 


